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論文内容の要旨

白血球に鉄が存在する事は 189 1 年 Macallum が始めて報告し，以来， 細胞化学的検索，或は放射

性鉄の白血球への転入等について若干の報告がある。然し乍ら血色素鉄或は血疑鉄の研究に比べるとその

数は極めて少し白血球鉄量に関しては未だその報告はない。そこで私は先づ家兎について未梢血白血球

鉄量を測定し，次で腹水中白血球をモデノレとして細胞内の鉄の分布，形等を検べ下記の成績を得た。

I 実験材料

体重 3 --3.5kgの雄性成熟家兎

E 実験万法

( 1 )白血球の分離は Skoog 等， Ventzke 等の変法に拠った。採血後直ちに 4%デキストラン液を加

へ，赤血球を沈降させ上清を採る。上清の最上部約託は血小板を除くために放棄する。残りの上清を更に

遠沈し， その沈査を緩衝液に浮携させて細胞数を調整 (4'"'-'5 万/mm3) , 乙の一定量をピ、ニール管に移

し，低速遠沈すると液相は 3 層に分離する。上層，中層の内容を遠沈管に移し白血球数を算定すると共に

位相差顕微鏡で白血球分類比を求める。以下，頼粒球を多核球;淋巴球，単球等を合せて単核球と記載す

る。上層の多核球:単核球は約 6 : 4 ，中層のそれは約 9 : 1 である。

尚，これらの白血球分画には赤血球が混在するので，これに由来する鉄の影響を除くためにサボニン溶

液で浴血きせ，緩衝液で洗練，遠沈して白血球のみの沈誼を分離，下記の方法にて鉄量を測定し，白血球

数，分類比から多核球並びに単核球鉄骨Aを算出した。以下，鉄量は便宜上107 コの細胞について表はす。ま

た，家兎腹水中よりの白血球の分離は Mudd 等の変法に拠った。この細胞の95%以上は偽好酸球である。

( 2 )分離操作の検討。白血球分画に混在する赤血球はサボニン裕血，緩衝液洗糠により完全に除去出

来る事を別の赤血球浮滋液について同様の操作を加へ，顕微鏡下で赤血球破壊を確めると共に，上清並

びに溶血残涯の鉄量を測定して確かめた。次に， Fe59 標識赤血球と inactive の白血球の混合浮灘液及び
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Fe59 標識白血球浮滋液について夫々同様の操作を行い， 上清並びに沈誼の放射能活性皮を計測して破壊

された赤血球より遊出する鉄が白血球中に入らない事， 叉白血球中の鉄が溶出-しない事を確かめた。即

ち，以上の操作で所要の白血球を分離し，白血球自体の鉄を測定する事が出来る。

( 3 )核並びに原形質の分離。白血球浮遊液をクエン酸溶液にて処理し， 370Cの恒温槽内にて60分間

振歯して原形質を溶解させ，核の分画と原形質分画とに分離した口

( 4) Non-hemin鉄の抽出。 Brückmann 等の万法に拠り， Non-hemin 鉄を抽出，残りを Hemin 鉄

とした。

( 5) Non-hemin 鉄の分画。米山等の万法に拠り Non-hemin 鉄を Hemosiderin ， Ferritin その他の

分画に分けた。

(6 )鉄の測定。白血球沈査を Gubler 等の方法で湿性灰化し， 0 phenanthroline にて発色， Beckｭ

TIlan 型分光々度計を用いて測定した。

E 実験成績

( 1 )放射性鉄の白血球への転入 o Fe59 標識血衆を家兎静肱内に注射すると，臼 lfll球 Ifl には注射 6 時

間後に始めて検出する。最高値は多核球では24時間後に投与量の0.008%，単核球では48時間後に0.009%

の Fe59 を認め， その後は何れも低下する。赤血球では白血球よりも早く注射 3 時間後より出現し ， 24 

時間以後急激に増加する。 これを単位数当り，即ち 107 コの血球についてみると注射24--48時間後では多

核球或は ìfi.核球の Fe59 量と赤血球内 Fe59 量とは略々等しい。即ち， 白血球には確実に Fe59 が転入

する。

( 2 )健康家兎白血球鉄量。 7 例について検べた。多岐球鉄量は0.35--0.21r;単核球鉄量は0.33--0.20

r;両一者の比は1.15--0.88 ， 従って多核球と単核球の鉄量は略々等しい。尚， 血衆鉄量は204--166γ%で、あ

る。

( 3) 家兎白血球(腹水中)核並びに原形質分画鉄量。 5 例について検べた。総鉄量は0.05--0.03rで，

核分両には総鉄量の46 ，.;.，..，23%，原形質分画には77--54~づの割合に鉄を認める。

( 4 )家兎白血球(腹水中) Hemin 並びに Non-hemin 鉄量及び Non-hemin 鉄の分画鉄量。 7 例に

ついて総鉄量は0.09--0.04rで、 Hemin 鉄量は総鉄量の17--6 %, Non-hemin 鉄量は94--83%である。

更に 5 例について Non-hemin 鉄を Hemosiderin ， Ferritin その他の分画に分けた。全 Non-hemin 鉄

に対する百分率からみると Hemosiderin 分画には67--32労， Ferritin 分画には24--13% ， P3 分画には

24--8 %, S3 分画には31--10%の割合に鉄を認める。

N 総括

( 1 )白血球中にはかなりの量の鉄が存在し，多核球鉄量と単核球鉄量とは略々等しし '0

( 2 )鉄は核よりも原形質に多く存在する。

( 3 )白血球中の鉄の約90%は Non-hemin 鉄である。

(4) しかも， Non-hemin 鉄の約70%は機能鉄である Hemosiderin 及び Ferritin が占める q
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論文の審査結果の要旨

白血球の鉄に関する研究は極めて少く，その意義等は未?ご確立されていない。叉，白血球鉄量について

の報告はない。著者は家兎について血液白血球はデキストラン法により， 腹水白血球は Mudd 等の変法

により所要の臼血球を分離し，且つ， 白血球自体の鉄を測定し得ることを確かめた後に次の実験を行っ

た。

成績

白血球への鉄の転入。放射性鉄 (Fe*) 標識血衆を家兎耳静肱内に注射すると，その直後に於ては

単位数当りの白血球ヘの Feキの転入率は赤血球への夫れと略々等しい。即ち，白血球へは確実に鉄が転

入する。そこで白血球鉄量を測定した。

I 血液白血球鉄量。多核球(頼粒球)鉄量は0.35--0.21r/107 コ;単核球(淋巴球，単球等)鉄量はO.

33'""-'0.20r/107 コ;従って多核球鉄量と単核球鉄量は略々等しい。次いで，腹水白血球(多核球)について

鉄の分布，形等を検べた o

E 腹水白血球鉄量は0.086'""-'0.029r/10 7 コである。

W 鉄の分布。総鉄量を100% とすると核分画鉄量は約38~ぢ， 原形質分画鉄量は約62%である。即ち，

鉄は原形質に多く存在する。

V 鉄の形。総鉄量の約10%は Hemin 鉄，約90%は Non-hemin 鉄として存在する白更に Non-hemin

鉄の約45~ぢは Hemosiderin ， 約20~ぢはFerritin である口即ち，鉄の大部分は Non-hemin 鉄であり，し

かもその約70%は Hemosiderin ， Ferritin が占める。

以上，要するに著者は始めて (1) 白血球中には可成りの量の鉄が存在し，多核球鉄量と単核球鉄量とは

略々等しい。 (2) 鉄は核よりも原形質に多く存在する。 (3) 又，鉄の約90%は Non-hemin 鉄であわし

かもその70%は機能鉄である Hemosiderin ， Ferritin が占めることを確認した。

これは極めて興味ある成績で，この分野の研究の発展に貢献する所大である。
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